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研究成果の概要（和文）：

多様な原因で摂食嚥下障害を有する要介護高齢者の経口摂取を支援するための新たな「トロミ

食」の条件を明らかにするために，口腔から咽頭への食物の送り込みに重要な役割をなす口峡

の開閉運動の主たる役割を担う口蓋帆挙筋活動を指標として検討した．その結果，従来からの

B 型粘度計によって測定する粘性ではなく，ずり速度依存性粘度によって口峡の開大，すなわ

ち送り込み動作の良否は影響されることが示され，トロミ食の開発には，口蓋帆挙筋筋電図を

利用することが有効であることが明らかとなった．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify requirements of thickened 

food for aged and disabled persons suffering from dysphagia using electromyography 

of the levator veli palatini muscle, which is the primary muscle to open and close 

the isthmus during swallowing.  The obtained conclusion are as follows: the opening 

of the isthmus is influenced by shear rate depending viscosity of intake food in the 

mouth, not by the viscosity measured through rotation viscometer of the B type. It 

is suggested that EMG study of the levator veli palatini muscle activity should be 

essential for development of thickened food.
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１．研究開始当初の背景
(1) 様々な致命的な疾患からの救命率は向
上しているが，摂食嚥下障害により社会復
帰・参加が妨げられている人は増加しており，
摂食嚥下障害への対応は社会的要請となっ
ている．摂食嚥下障害への対応の一つとして，
「トロミ食品」等により食物の粘性を高める
ことが臨床の場において行なわれるが，粘性
を高めても必ずしも摂食嚥下障害に適切に
は対応できず，むしろ過剰なトロミを付与す
ることが嚥下障害を惹起している場合があ
ることも散見される．トロミ食品の効果に信
頼性と一貫性がないことの背景として，トロ
ミ食品の物性が対象者の摂食嚥下障害の病
態像に適合していないことが考えられ，生体
反応を考慮した新たなトロミ食品の開発が
求められている．
(2) トロミ食品の生体に及ぼす効果につい
ての研究は，摂取時の主観にもとづく官能試
験や機械による評価にもとづくものが国内
外を問わず主たるものであり，摂取した食品
のレオロジー特性が嚥下機能のどの器官に
どのように影響するかについての筋電図を
用いた生理学的研究は見られない．そのため，
どのような「トロミ食品」が適切に嚥下経路
の障害に対応できるかの要件は明らかにさ
れておらず，臨床現場において試行錯誤的に
患者に用いられていることが多く，リスクの
大きさは計り知れない．
(3) 以上から，トロミ食品のレオロジー特性
と生体反応との関係を明らかにすることは，
国内外を問わず，社会的に強く要求されてい
ることである． 

２．研究の目的
これまでの研究者らの筋電図学的研究に基
づいて，食品嚥下時における口腔内でのレオ
ロジー特性の変化と軟口蓋運動との関係を
口蓋帆挙筋活動によって明らかにし，摂食嚥
下障害，とくに咽頭・気管への誤嚥を抑制で
きるトロミ食品の要件を検討する．

３．研究の方法
(1)ニュートン流体の粘性を変化させた低粘
性の液体試験食品を作製し，個人至適嚥下量
にもとづいて決定した一回嚥下量摂取時の
口蓋舌筋ならびに口蓋帆挙筋活動を測定し
た．
(2)非ニュートン流体での高粘性試験食品を
作製し至適嚥下量にもとづく嚥下時の口蓋
帆挙筋活動を測定した．試験食品は，B 型粘
度計での表示は同じであるものの，ずり速度
依存性粘度が同じもの２種と低いもの１種
を作製した． 
(3)筋電図の測定は，有鈎針金電極を用いる
研究者らのこれまでの研究に準じた方法を

採用した． 
(4)以上により，誤嚥発生起点となる口腔期
から咽頭期への移行段階での嚥下機能の調
節を担う軟口蓋運動に着目して，食品のレオ
ロジー特性を変化させることによって軟口
蓋運動がどのように影響されるかを，軟口蓋
運動の中心的役割を担う口蓋帆挙筋活動を
指標に検討した． 

４．研究成果 
(1) ニュートン流体嚥下時の口蓋舌筋なら
びに口蓋帆挙筋の活動は，粘性が高いほど低
くなることが明らかとなった．
(2)口蓋帆挙筋活動は，一回嚥下量と粘性を
説明変数とする重回帰式によって統計学的
に有意に説明できるが，口蓋舌筋活動での相
関性は低かった．
(3)非ニュートン流体嚥下時の口蓋帆挙筋活
動は，B 型粘度計での粘性ではなく，ずり速
度依存性粘度を検出して調節され，同粘度が
低いほど活動が高くなることが示された． 
(4)以上の結果，トロミ食品の製造に際して
は，官能検査や物性試験だけでなく，口蓋帆
挙筋を指標にした筋電図検査を行うことに
よって病態に応じた適切なレオロジー特性
を有する食品の開発に有効な情報が得られ
た． 
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